
※承認番号：

※受付番号：

組換えDNA実験計画書

組換えDNA安全委員会委員長

下記のとおり申請します。

実験責任者

氏名 E-mail

所属

所属長

氏名 E-mail

所属

課題名

実験の目的

実験期間

 〜 

実験場所

 E:総合研究所   K:大阪研究所・その他 

拡散防止措置の区分

 P1   P2   P3  P1A   P2A   P3A  LSC   LS1   LS2

実験従事者

氏名 所属・職名 組換え生物等実験経験年数 講習会受講有無
責任者による

受講確認

1

 本計画書において未登録の従事者がいないことを確認しました

宿主・供与核酸・ベクターの組み合わせ

機関承認実験

新規 変更 継続

・委員会審査・簡易審査

 なし  ２年未満   ２年以上  あり  受講予定 
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1 拡散防止措置の区分

  宿主等 系統 実験分類 宿主BSL

   

  新規申請する供与核酸等

    ①社内DB

    ②UniProt

    ③直接入力

    供与核酸の特性など

  資料添付（ライブラリ等）

  ベクター

    社内DB

    新規登録

    エレメントに関する説明

  感染させる生物等

  クローン名系統名など

  備考／商品名等

実験場所

拡散防止措置 施設 建屋 部屋番号

 本計画書で使用するすべての組換え実験室を登録していることを確認しました

 動物実験室を登録していません。

 動物実験室を登録しています。動物に、組換えウイルスや、ウイルスの残存が否定できないタンパク質や細胞等を接種しません（動物作成実

験）。

 動物実験室を登録しています。動物に、組換えウイルスや、ウイルスの残存が否定できないタンパク質や細胞等を接種します（動物接種実

験）。

　→動物個体、床じき、ケージ等をすべてオートクレーブ等で除害する必要があります。

　　実験概要に具体的な除害操作と、除害が不要な場合は根拠を記載ください。

　　なお、動物作成実験と、動物接種実験が混在する場合は、不活化条件が厳しい方の動物接種実験を選択してください。

　　また、「実験の概要」の項で、作成と接種の区別が明確になるよう記載ください。

ゲノム編集された動物を取り扱う。

 はい

 いいえ

　→はいの場合は、「宿主・供与核酸・ベクターの組み合わせ」の「備考／商品名等」の欄に、該当するゲノム編集技術のライセンス対応ができ

ている事を記載ください。

　　記載例）使用するCrisper/Cas9ライセンス料については、試薬購入代に含まれる。

実験の概要

  内容 実験の種類 Pレベル

1

 組換え体除害のオートクレーブ記録を全て取ります（総合研究所のみ必須）

 P1   P2   P3   P1A   P2A   P3A   LSC   LS1   LS2

   

 

 クラス1

 クラス2

 クラス3

 BSL1

 BSL2

 BSL3

供与核酸 - 核酸供与体（クラス）

クラス：  1  2  3  4

    クラス：  1  2  3  4
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譲受・譲渡申請書　/　情報提供書

  ファイル 書類の説明

1

 本申請で、新たに譲受・譲渡申請書の添付を行います（2回目以降の試薬購入等も含む）

 本申請で、新たに譲受・譲渡申請書の添付を行いません

その他

 

添付書類

  ファイル 備考／書類の説明

1

 初回の譲受である（国内外部機関、市販品以外）：委員会審査、情報提

供書は必須 

 初回の譲受である（市販品の購入）：委員会審査の要否は事務局判

断、情報提供書は必須 

 2回目以降の譲受である（同一機関,同一の組換え体）：簡易審査 

 先方から受けた情報提供書 

 初回の譲渡である：委員会審査、情報提供書は必須 

 2回目以降の譲渡である（同一機関,同一の組換え体）： 簡易審査 

 当社から提供する情報提供書 

 相手先との確認メールなど
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